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道内砕石関連各団体 通常総会 5 月 27 日開催！ 
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令
和
８
年
度  

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

北
海
道
地
方
本
部
通
常
総
会 

５
月
27
日
(水)

令
和
８
年
度(

一
社)

日

本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
の
通
総

会
が
、
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

定
刻
午
後
４
時
、
北
海
道
経
済
産
業
局

局
長
の
浦
田
様
、
同
資
源
・
燃
料
課
長
の

五
十
嵐
様
、
北
海
道
労
働
局
安
全
課
主
任

安
全
専
門
官
の
星
川
様
、
北
海
道
・
経
済

部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
課
長
補
佐
の
目

黒
様
を
は
じ
め
と
す
る
監
督
官
庁
の
他
、

関
連
団
体
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
方
と

協
会
員
・
賛
助
会
員
を
含
め
総
勢
106
名
の

も
と
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。 

平
沼
本
部
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り
、

「
北
海
道
経
済
産
業
局
長
表
彰
と
当
地

方
本
部
長
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、

改
め
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
今
後
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
海
外
で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
４
年
を
超
え
る
な

か
、
さ
ら
に
は
中
東
情
勢
も
不
透
明
で
あ 

  

り
、
世
界
情
勢
は
緊
張
し
た
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
、
国

内
に
お
い
て
も
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど

諸
物
価
の
上
昇
が
日
本
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。 

日
本
経
済
全
体
と
し
て
は
、
緩
や
か
な

回
復
傾
向
と
言
わ
れ
る
中
、
我
々
砕
石
業

界
も
、
こ
う
し
た
動
き
に
連
動
し
て
、
生

産
性
の
向
上
や
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
、
賃

金
の
ア
ッ
プ
を
実
現
し
、
持
続
可
能
な
産

業
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

自
然
災
害
に
目
を
向
け
る
と
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
や
、
山
林
火
災
も
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
に
備
え
と
し
て
、
我
々
自
身
の
備

え
と
共
に
、
北
海
道
地
方
本
部
と
し
て
は
、

災
害
時
協
定
を
締
結
し
て
い
る
関
係
官

公
庁
と
の
連
携
強
化
を
行
う
べ
く
、
適
宜
、

意
見
交
換
等
も
実
施
し
、
持
続
可
能
な
協

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
て
、
本
道
に
お
け
る
砕
石
の
生
産
出

荷
量
は
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
工

事
な
ど
の
官
公
需
は
あ
る
も
の
の
、
地
域

の
差
が
あ
り
、
北
海
道
地
方
本
部
会
員
の

全
体
と
し
て
の
出
荷
量
は
、
下
降
傾
向
が

続
き
、
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
燃
料
・
資
機
材
や
電
力
価
格
の
高
騰

に
よ
る
事
業
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
状
態

が
継
続
し
て
お
り
、
引
き
続
き
経
営
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
支

部
現
場
で
積
極
的
に
安
全
活
動
に
取
組

ま
れ
て
き
た
結
果
、
道
内
砕
石
業
の
死
亡

災
害
は
令
和
７
年
ま
で
11
年
連
続
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
２

年
９
ヶ
月
続
い
た
死
亡
災
害
ゼ
ロ
が
、
残

念
な
が
ら
令
和
７
年
10
月
に
途
切
れ
、
立

て
続
け
に
３
件
の
死
亡
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
同
業
者
と
し
て
痛
恨
の
極
み
で

す
。
今
一
度
、
安
全
操
業
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
災
害
の
撲
滅
に
取
組
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
手
不
足

が
深
刻
度
を
増
し
、
多
く
の
業
種
で
人
材

確
保
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
砕
石
業

界
と
し
て
、
多
く
の
人
か
ら
選
ば
れ
る
業

界
を
目
指
し
、
災
害
の
な
い
安
全
で
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

砕
石
の
安
定
し
た
供
給
は
、
北
海
道
の

社
会
基
盤
整
備
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

基
礎
資
材
で
あ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
下

で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
担
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
各
会
員
の

活
動
を
支
え
る
べ
く
、
道
本
部
の
役
割
発

揮
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

同
日
午
後
3
時
、
北
海
道
中
小
企
業

団
体
中
央
会
連
携
支
援
部
長
の
牧
村
様

を
ご
来
賓
に
迎
え
、
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

藤
野
会
長
は
総
会
に
あ
た
り
、
「
北
海

道
の
砕
石
出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
北
海
道 

       

藤野会長 

 

 

平沼本部長 

 
  

通
常
総
会 



新
幹
線
の
延
伸
工
事
や
泊
原
発
再
稼
働

関
連
な
ど
、
一
部
に
お
い
て
需
要
が
旺
盛

な
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
全
道
的
に
見
れ

ば
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

 

当
連
合
会
と
日
本
砕
石
協
会
北
海
道

地
方
本
部
の
共
同
で
作
成
し
て
い
る
砕

石
基
礎
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
に
出

荷
量
が
500
万
㎥
を
割
り
、
２
年
後
の
令
和

６
年
は
400
万
㎥
を
割
り
、
令
和
７
年
は

388
万
㎥
と
下
降
傾
向
が
続
く
現
状
で
す
。 

こ
れ
ま
で
本
道
の
砕
石
事
業
者
は
、
路

盤
材
を
中
心
と
し
た
需
要
に
対
応
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
向
け
の

骨
材
や
砕
砂
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
各
組
合
に
は
、
販
売
品
目
の
充

実
や
新
た
な
販
路
の
開
拓
を
お
願
い
し
、

当
連
合
会
と
し
て
は
官
公
庁
な
ど
発
注

者
に
対
し
て
、
安
定
供
給
の
鍵
で
あ
る
地

産
地
消
を
粘
り
強
く
訴
え
て
参
る
所
存

で
す
。 

一
方
、
販
売
単
価
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

数
年
各
地
域
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
段

階
的
に
ア
ッ
プ
を
し
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
資
機
材
の
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
今
年
は
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
石

油
関
連
商
品
の
調
達
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
業

界
同
様
に
、
担
い
手
の
確
保
に
苦
労
す
る

な
ど
我
々
砕
石
業
界
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

砕
石
類
は
、
北
海
道
の
社
会
基
盤
整
備

に
不
可
欠
な
基
礎
資
材
で
あ
る
こ
と
に

矜
持
を
持
ち
、
我
々
は
そ
の
責
務
を
果
た

し
続
け
ら
れ
る
べ
く
、
当
連
合
会
と
し
て

も
業
界
の
地
位
向
上
に
取
り
組
む
と
同

時
に
、
販
売
価
格
上
昇
に
つ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
働
き
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。 

本
日
の
総
会
で
は
、
向
こ
う
一
年
間
の

事
業
計
画
等
に
つ
き
ま
し
て
、
新
た
な
提

案
も
い
た
し
ま
す
。
特
に
、
当
連
合
会
の

体
制
強
化
や
、
砂
利
や
建
設
関
連
産
業
と

の
連
携
強
化
、
ま
た
、
事
務
局
組
織
の
合

理
化
・
近
代
化
に
つ
い
て
は
、
会
員
各
位

の
格
別
な
る
ご
理
解
を
得
た
う
え
で
、
日

本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
、
北
海
道

国
有
林
採
石
協
会
の
３
団
体
と
共
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

北
海
道
国
有
林
採
石
協
会
通
常
総
会 

同
日
午
後
２
時
、
北
海
道
森
林
管
理
局 

か
ら
森
林
整
備
部
長
の
増
田
様
を
ご
来
賓 

に
迎
え
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
冒
頭
に
当
協
会
会
員
優
良
採

石
事
業
所
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
今
年

度
は「
㈱
北
き
つ
ね
牧
場
」
が
受
賞
、
代
表

取
締
役
社
長
の
堀
川
様
が
北
海
道
産
材

の
木
製
表
彰
状
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。 

   

       

総
会
開
催
に
あ
た
り
藤
野
会
長
は
、「
北

海
道
の
砕
石
業
界
は
、
原
発
再
稼
働
関
係

や
市
街
地
中
心
部
の
再
開
発
な
ど
、
道

南
・
道
央
地
域
で
は
旺
盛
な
需
要
が
継
続

し
て
お
り
ま
す
が
、
北
海
道
新
幹
線
の
札

幌
延
伸
は
工
期
の
大
幅
延
長
が
見
込
ま
れ
、

ま
た
、
事
業
コ
ス
ト
は
、
燃
料
・
資
機
材
や

電
力
価
格
の
上
昇
に
よ
る
高
止
ま
り
が
継

続
し
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
は
、
日
々
大
変

な
努
力
を
な
さ
れ
て
い
る
や
に
推
察
い
た

し
ま
す
。 

本
道
の
社
会
基
盤
整
備
を
支
え
る
砕
石

事
業
者
と
し
て
、
特
に
国
有
林
野
内
で
土

石
の
採
取
を
行
う
当
協
会
員
は
、
他
の
模

範
と
な
る
事
業
運
営
、
労
働
災
害
撲
滅
は

も
と
よ
り
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
跡
地

緑
化
の
確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
地
域
住
民
と
の
関
係
性
も
重
要
で

あ
り
、
様
々
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
万
全

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
林
野
庁
、

森
林
管
理
局･

署
の
ご
指
導
の
も
と
、
関

係
団
体
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
善
良
か
つ
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
会
員
事
業
所
の
事

業
継
続
に
資
す
る
べ
く
、
努
力
し
て
参
る

所
存
で
す
。 

６
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
総
会

に
合
わ
せ
て
私
も
上
京
し
、
林
野
庁
長
官

に
直
接
お
会
い
し
て
要
望
を
申
し
上
げ
ま

す
。
鉱
山
に
準
じ
る
大
型
建
設
機
械
や
巨

額
の
生
産
設
備
を
必
要
と
す
る
砕
石
事

業
に
と
っ
て
、
長
期
的
な
事
業
計
画
が
不

可
欠
で
す
。
林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

ご
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
有
林
野

内
に
お
い
て
持
続
的
な
事
業
継
続
が
叶

い
ま
す
よ
う
、
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り

た
く
存
じ
ま
す
。 

会
員
数
の
減
少
な
ど
、
協
会
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
も
対
応
し
つ
つ
、
持
続
可
能

な
協
会
運
営
への
改
革
も
果
断
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

堀川様   藤野会長 
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北
海
道
砕
石
未
来
研
会
通
常
総
会 

同
日
午
後
１
時
か
ら
、
来
賓
に
平
沼
本

部
長
を
迎
え
、
会
員
17
名
の
出
席
で
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
辻
庄
一
郎
氏

が
選
任
さ
れ
、「
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
、

札
幌
建
青
会
や
生
コ
ン
工
業
組
合
青
年
部
な

ど
各
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
や
道
内
外
の

見
学
研
修
は
、
良
い
学
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
未
来
に

向
か
う
研
究
会
と
し
て
会
員
一
丸
と
な
っ
て

進
ん
で
い
き
た
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

８
年
度
の
各
関
係
団
体
と
の
意
見
交
流
会
や
、

砕
石
技
術
研
究
会
で
の
発
表
等
、
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

       

 

一
般
社
団
法
人 

日
本
砕
石
協
会 

定
時
総
会 

６
月
４
日
、
東
京
都
新
宿
区
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
て
北
海
道
か
ら
は
平
沼
本

部
長
、
藤
野
副
本
部
長
の
ほ
か
数
名
が
出

席
し
、
会
員
多
数
の
も
と
（
一
社
）
日
本

砕
石
協
会
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
種
の
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
道
本
部
会
員
か
ら
は
、
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
長
表
彰
の
優
良
採
石
事
業
所 

 

         

に
岸
本
産
業
㈱
毘
砂
別
砕
石
工
場
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

全
国
国
有
林
採
石
協
会 

通
常
総
会 

令
和
８
年
度
通
常
総
会
に
先
立
ち
、
全

国
国
有
林
採
石
協
会
の
三
役
が
、
林
野
庁

小
坂
長
官
に
要
望
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま

し
た
。 

 

総
会
は
、
東
京
都
千
代
田
区
ホ
テ
ル
メ 

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
に
て
、
林
野

庁
業
務
課
池
田
企
画
官
ほ
か
３
名
の
ご
来

賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
国

有
林
採
石
協
会
か
ら
菅
澤
副
会
長
と
井
上

専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 
令
和
８
年
度
安
全
標
語 

安
全
標
語
が
全
国
か
ら
応
募
多
数
の
中

北
海
道
か
ら
２
点
が
入
選
と
な
り
ま
し

た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

       

  

  

 越智会長    岸本社長 

一
般
の
部 

佳
作 

毎
日
の 

 

声
掛
け 

問
い
か
け 

心
が
け 

目
配
り 

気
配
り 

ゼ
ロ
災
職
場 

 
 

 

岡
本
興
業
㈱ 

林 

ひ
か
り 

 

塚田会長 

小坂長官 

 藤野副会長 

中
学
生
の
部 

入
選 

お
か
し
い
な
？ 

 
 

い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
ら 

 
 
 
 
 

一
旦
止
ま
っ
て
深
呼
吸 

関
本
開
発
㈱ 

奥 

愛
莉 

辻 新会長 

 
  

「
編
集
後
記
」 

今
回
は
令
和
8
年
度
の
通
常
総
会
の

記
事
で
す
。
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会

の
役
員
が
若
返
り
、
更
な
る
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
ね
。 

さ
て
、
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
税
措

置
が
令
和
9
年
3
月
末
を
期
限
と
さ

れ
て
い
る
た
め
、
北
海
道
地
方
本
部
と

砕
石
協
同
組
合
連
合
会
は
、
砂
利
協
会

な
ど
と
共
同
で
当
措
置
の
延
長
・
恒
久

化
の
た
め
の
要
望
活
動
を
今
年
７
月
に

実
施
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
9
月
17
日
は
北
海
道
砕
石

技
術
研
究
会
、
翌
日
18
日
は
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 


